
実
体
分
布
と
度
数
分
布

関
　
　
弥

三
　
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
し
　
、
が
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
実
俸
分
桁
の
特
性
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ
比
視
　
臼
介
　
山
但

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ
　
最
　
　
重
　
　
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ
　
非
調
和
平
均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｄ
　
撒
　
　
布
　
　
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ
　
歪
　
　
　
　
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
分
布
彩
能
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
す
　
　
び

　
　
　
　
は
　
し
　
が
　
き

統
計
学
で
は
統
計
集
団
の
量
的
構
干
量
的
標
識
に
っ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
統
ポ
団
の
構
造
１
１
を
蟹
す
る
望
一
・
個
々
の

集
団
麓
単
位
の
圭
量
的
標
識
を
配
列
し
た
統
計
系
列
を
直
接
取
り
警
の
で
な
く
、
個
・
の
単
位
を
量
的
標
識
に
よ
一
て
グ
ル

ー
プ
分
げ
し
、
量
的
標
識
の
値
一
変
量
値
一
の
変
化
に
伴
う
単
位
数
の
変
化
す
な
わ
ち
度
蓼
布
と
し
て
と
ら
え
・
度
蓼
布
の
特
徴

を
分
析
す
る
の
が
普
通
の
や
り
方
で
あ
る
。
そ
し
て
度
数
分
布
の
特
徴
の
分
析
は
次
の
手
続
き
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
・

　
　
　
実
体
分
布
と
度
教
分
布
（
関
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
（
　
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
（
　
　
二
）

ｃ
ｏ
度
蓼
布
は
対
称
分
布
か
正
差
は
負
の
非
対
称
分
布
、
単
峰
分
布
か
複
峰
分
布
等
の
数
種
の
分
霧
態
に
分
類
す
る
、
、
と

が
で
き
る
か
ら
、
い
ず
れ
の
タ
ィ
プ
に
属
す
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て

の
度
数
分
布
の
裏
値
一
竃
歪
毒
一
・
一
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
統
計
系
列
の
中
央
の
位
置
を
求
め
、
あ
る
い
は
補
償
値
を

得
る
。
次
に

　
ゆ
　
度
数
分
布
の
撤
布
の
程
度
を
表
す
撤
布
度
（
ｏ
・
幕
；
晶
。
・
昌
畠
）
を
計
算
す
る
。
更
に

↑
り
度
数
分
布
が
非
対
称
の
時
は
そ
の
麦
の
方
向
と
程
度
を
歪
度
喜
塁
に
よ
つ
て
測
定
し
、
ま
た
時
に
は
度
数
分
布
の

峰
の
尖
り
の
程
度
を
尖
峰
度
（
斤
膏
募
芭
に
よ
っ
て
測
定
す
る
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
で
統
計
集
団
の
量
的
構
造
の
解
明
と
い
う
問
題
が
完
全
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
と
言
で
捷
い
の
で
あ

っ
て
・
ま
だ
分
析
さ
れ
な
い
で
残
さ
れ
て
い
る
問
題
が
あ
る
。
今
量
的
標
識
を
所
得
、
単
位
数
を
人
数
と
す
ゐ
と
、
　
１
何
万
円
台
の
所

得
者
が
何
人
で
あ
一
て
全
体
の
何
髪
占
め
て
い
る
、
と
い
う
だ
け
で
は
所
得
分
布
の
問
題
の
解
窪
は
不
十
分
で
あ
つ
て
、
何
万

円
台
の
所
薯
の
所
得
金
額
は
い
く
ら
で
あ
一
て
所
得
総
額
の
何
髪
得
て
い
る
か
、
と
い
っ
た
所
得
そ
の
も
の
の
分
配
状
態
の
分

析
隻
で
立
ち
入
ら
淳
れ
窪
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
二
驚
に
言
え
ぱ
、
各
量
的
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
そ
れ
に
属
す

る
単
位
が
も
っ
変
量
値
の
合
計
に
１
着
目
し
て
、
変
量
値
の
変
化
に
伴
う
こ
の
合
計
の
変
化
の
特
徴
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
量
的
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
単
位
が
も
つ
値
の
合
計
の
分
布
は
、
単
位
数
の
分
布
を
度
数
分
布
と
呼
ぶ
の
に
対
し
て
、
一
般
に

慣
用
の
名
称
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
蓉
計
は
変
量
乏
そ
れ
を
も
っ
単
位
撃
と
の
導
凄
か
奮
な
い
か
ら
、

美
ニ
イ
ト
と
し
た
加
重
嚢
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
故
に
そ
れ
竺
種
の
袈
度
蓼
布
で
あ
る
と
一
一
一
一
口
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
・
こ
の
合
計
は
先
の
所
得
分
布
の
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
所
得
金
額
の
よ
う
な
実
質
的
た
経
済
量
．
杜
会
量
で
あ
っ
て
、
加



重
度
数
と
い
う
表
現
は
適
切
で
な
い
と
言
わ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
。
こ
の
分
布
に
っ
い
て
特
別
の
考
察
を
加
え
て
い
る
米
沢
治
文
氏
は
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

を
実
体
分
布
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
方
が
実
情
に
よ
り
即
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
や
や
熟
さ
な
い
き
ら
い
は

あ
る
、
か
こ
こ
で
も
実
体
分
布
と
一
言
う
こ
と
に
す
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
実
体
分
布
の
分
析
は
ど
の
よ
う
な
量
的
標
識
の
場
合
で
も
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
の
で

あ
っ
て
、
量
的
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
単
位
が
も
っ
変
量
値
の
合
計
が
杜
会
経
済
的
（
事
物
的
）
に
有
意
義
で
あ
る
場
合
で
な
げ
れ
ぼ
な

ら
ず
、
変
量
値
の
合
計
が
事
物
的
に
何
等
の
意
味
も
持
ち
得
な
い
時
は
実
体
分
布
の
分
析
は
問
題
に
な
ら
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

　
（
２
）

ら
ぬ
。
人
口
や
所
得
は
実
体
分
布
の
分
析
が
必
要
匁
典
型
的
な
場
合
で
あ
る
が
、
身
長
や
年
令
は
そ
れ
が
無
意
味
な
代
表
的
な
例
で

あ
る
。
人
口
規
模
別
市
町
村
分
布
に
お
い
て
人
口
五
万
未
満
の
市
町
村
の
人
口
は
何
千
万
人
で
あ
っ
て
全
人
口
の
何
劣
を
占
め
て
い

る
と
か
、
年
収
一
〇
〇
万
円
未
満
の
給
与
所
得
者
の
所
得
金
額
は
何
億
円
で
あ
っ
て
そ
れ
は
総
給
与
所
得
の
何
％
に
当
る
、
等
の
こ

と
は
杜
会
的
経
済
的
に
有
意
義
な
知
識
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
１
人
口
総
数
を
二
等
分
す
る
位
置
に
あ
る
市
町
村
の
人
口
規
模
や
総
給
与

所
得
を
折
半
す
る
位
置
の
所
得
額
（
境
界
値
）
、
あ
る
い
は
ま
た
人
口
や
所
得
金
額
が
最
大
で
あ
る
ク
ラ
ス
の
変
量
値
（
最
重
値
）
と
い

っ
た
も
の
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
二
０
１
二
九
才
人
口
の
年
令
合
計
や
身
長
ニ
ハ
○
１
ニ
ハ
九
ｍ
の
学
生
の
身
長

合
計
は
何
等
の
事
物
的
意
義
を
も
持
ち
得
な
い
か
ら
、
年
令
の
総
合
計
、
身
長
の
総
計
を
二
等
分
す
る
位
置
に
あ
る
年
令
、
身
長
あ

る
い
は
ま
た
年
令
合
計
、
身
長
合
計
が
最
大
に
な
る
ク
ラ
ス
の
変
量
値
は
問
題
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
実
体
分
布
の
分
析
は
特
に
経
済
統
計
、
人
口
統
計
の
分
野
で
必
要
に
な
る
場
合
が
多
い
。
所
得
分
布
の
場
合
に
は
早
く
か
ら
所
得

人
員
分
布
（
度
数
分
布
）
の
分
析
だ
げ
で
は
な
く
所
得
金
額
分
布
（
実
体
分
布
）
の
分
析
も
併
せ
行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
実
体
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

布
の
中
数
値
の
一
っ
で
あ
る
境
界
値
は
既
に
一
九
世
紀
中
頃
に
は
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
体
分
布
の
中
数
値
で

　
　
　
実
体
分
布
と
度
数
分
布
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
（
　
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
（
　
四
）

あ
る
境
界
値
と
尉
重
値
が
統
計
方
法
論
に
お
い
て
始
め
て
取
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
心
理
学
者
、
哲
学
者
で
あ
る
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
（
○
易
試
く

弓
ま
邑
ｇ
司
ｇ
ぎ
ｇ
Ｈ
。
・
◎
Ｈ
ｌ
Ｈ
。
。
。
。
べ
）
の
著
書
「
集
合
論
」
（
穴
◎
寿
葦
く
昌
昌
庁
～
９
富
ｏ
べ
．
彼
の
死
後
出
版
さ
れ
た
）
に
お
い
て
で
あ
る
が
、

フ
ェ
ヒ
ナ
ー
自
身
は
そ
れ
ら
に
余
り
重
要
性
を
認
め
な
か
っ
た
し
、
そ
の
後
の
統
計
学
者
に
よ
っ
て
不
当
に
軽
視
さ
れ
て
き
た
の
で

　
（
４
）

あ
る
。
ド
イ
ツ
杜
会
統
計
学
の
碩
学
チ
チ
ェ
ク
（
｝
轟
冨
Ｎ
幕
ぎ
Ｈ
。
◎
；
１
－
８
。
◎
）
の
名
著
「
統
計
的
中
数
値
論
」
（
良
¢
釜
茅
豪
９
９

竃
葦
尋
實
貝
岩
ｏ
。
◎
）
に
お
い
て
も
、
た
だ
；
胃
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
が
境
界
値
と
最
重
値
を
中
数
値
と
し
て
挙
げ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

い
る
に
す
ぎ
ず
、
何
等
の
理
論
的
考
察
は
加
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
統
計
的
中
数
値
と
し
て
の
こ
れ
ら
の
重
要
性
を
理
論

的
に
述
べ
た
の
は
、
フ
ラ
ス
ケ
ソ
バ
ー
（
霊
己
曽
易
轟
昌
潟
ｈ
）
の
論
文
「
統
計
的
中
数
値
の
論
理
へ
の
寄
与
」
（
雰
葦
品
Ｎ
冒
■
◎
。
・
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

ら
９
口
・
け
き
。
・
豪
９
彗
竃
箒
¢
Ｈ
秦
斗
９
≧
一
。
・
．
Ｃ
っ
茎
．
ま
Ｏ
｝
二
曽
し
ｄ
Ｐ
．
二
８
Ｈ
）
が
最
初
で
あ
る
。
し
か
し
、
フ
ラ
．
ス
ケ
ソ
パ
ー
に
お
い
て

も
度
数
分
布
に
対
す
る
実
体
分
布
と
し
て
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ
統
計
的
中
数
値
の
一
形
式
と
し
て
の
み
考
察
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
は
メ
ソ
ゲ
ス
（
塞
ま
撃
峯
彗
口
・
星
の
最
重
値
に
関
す
る
研
究
を
除
い
て
は
、
実
体
分
布
の
研
究
に
は
見

る
べ
き
も
の
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
米
沢
氏
が
そ
の
著
「
経
済
統
計
計
量
分
析
」
（
一
九
七
二
年
）
に
お
い
て
、
度
数
分
布

に
対
す
る
実
体
分
布
を
明
確
に
意
識
し
て
、
実
体
分
布
の
分
析
方
法
及
び
実
体
分
布
と
度
数
分
布
の
関
連
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て

　
　
　
　
　
（
８
）

い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
理
論
統
計
学
に
お
げ
る
意
義
は
高
く
評
価
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
米
沢
氏
の
実
体
分
布
の

研
究
は
も
う
一
つ
組
織
的
で
な
く
、
特
に
フ
ラ
ス
ケ
ソ
バ
ー
が
加
え
た
分
析
の
視
角
－
事
論
理
と
数
論
理
の
併
行
論
１
を
欠
い
て
お

り
、
更
に
実
体
分
布
の
分
布
形
態
に
つ
い
て
の
説
明
も
不
十
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
フ
ラ
ス
ヶ
ソ
バ
ー
や
メ
ソ
ゲ
ス
、
米

沢
氏
に
よ
っ
て
拓
か
れ
た
実
体
分
布
の
研
究
を
で
き
る
だ
げ
簡
単
な
形
に
整
理
し
、
更
に
必
要
な
補
足
、
拡
張
を
付
げ
加
え
て
統
計

分
析
の
実
際
に
お
げ
る
利
用
の
便
宜
に
供
す
る
と
共
に
、
実
体
分
布
の
分
析
の
今
後
の
発
展
に
役
立
て
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。



（
ユ
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

　
米
沢
治
文
「
経
済
統
計
計
量
分
析
」
一
九
七
二
年
、
六
〇
へ
－
ジ
、

勺
．
ヨ
毒
霊
昌
言
グ
墨
言
。
・
・
冒
－
邑
斥
琴
慧
茅
豪
・
プ
昌
…
幕
一
秦
葦
一
≧
ぴ
・
．
・
。
葦
．
キ
・
プ
．
し
Ｈ
睾
二
§
一
第

ｏ
◎
り
Ｎ
－
ｃ
ｏ
ｏ
ｃ
◎
．

　
日
本
統
計
学
会
編
「
国
民
所
得
と
そ
の
分
布
」
昭
和
十
九
年
、
二
一
五
へ
ー
ジ
。
但
し
、
そ
こ
て
は
境
界
値
を
二
等
分
値
（
８
§
け
冒
）

と
言
っ
て
い
る
。

　
フ
ラ
ス
ケ
ソ
バ
ー
、
大
橋
、
足
利
天
二
般
統
計
学
」
昭
和
二
八
年
、
一
二
四
へ
－
ジ
、

　
ジ
ィ
ジ
ェ
ー
ク
、
岡
崎
文
規
訳
「
統
計
的
中
数
値
論
」
大
正
十
五
年
、
二
〇
〇
べ
－
ジ
。

　
巾
．
ヨ
竃
庁
叫
旨
君
グ
■
９
け
３
帽
一
ｃ
ｏ
ｃ
つ
』
竃
－
ｇ
ｏ
彗
．

９
峯
９
。
・
易
旨
睾
｛
竃
Ｃ
つ
・
麦
・
茸
９
幸
ま
■
≧
胴
．
Ｃ
。
巨
．
＞
Ｒ
三
。
。
べ
墨
．
二
〇
軍

　
米
沢
治
文
、
前
掲
書
、
六
〇
－
七
一
べ
ー
ジ
。

実
体
分
布
の
特
性
値

　
実
体
分
布
の
特
徴
の
分
析
は
度
数
分
布
の
場
合
と
同
様
に

　
ｏ
○
　
実
体
分
布
の
分
布
形
態
を
明
ら
か
に
し
、

　
の
　
実
体
分
布
の
中
数
値
を
規
定
し
て
統
計
系
列
の
中
央
の
位
置
を
求
め
、
次
に

　
ゆ
　
実
体
分
布
の
撒
布
ｏ
程
度
を
計
算
し
、
更
に

　
↑
ｏ
　
実
体
分
布
の
歪
み
の
方
向
と
程
度
を
測
定
す
る
、

等
に
ょ
っ
て
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
説
明
の
便
宜
上
実
体
分
布
の
中
数
恒
の
規
定
か
ら
み
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

　
度
数
分
布
の
場
合
は
算
術
平
均
、
中
央
値
（
中
位
数
）
、
最
狽
値
（
並
み
数
）
等
の
中
数
値
に
よ
っ
て
統
計
系
列
の
中
央
の
位
置
を
表

　
　
　
実
体
分
布
と
度
数
分
布
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
（
　
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
（
　
　
六
）

　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
｝

す
の
で
あ
る
が
、
実
体
分
布
の
場
合
も
同
様
に
中
数
値
を
求
め
て
統
計
系
列
の
中
央
の
位
置
を
決
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
フ
ラ

ス
ケ
ソ
パ
ー
に
よ
れ
ぼ
実
体
分
布
の
中
数
値
に
は
境
界
値
と
最
重
値
が
あ
り
、
前
者
は
中
央
値
に
類
似
し
後
者
は
最
頻
値
と
同
じ
性

質
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ａ
　
撞
　
　
界
　
　
値

　
ま
ず
境
界
値
（
Ｃ
っ
Ｏ
ざ
さ
Ｏ
毒
３
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
れ
よ
り
も
大
き
い
変
量
値
の
和
が
そ
れ
よ
り
も
小
さ
い
変
量
値
の
和
と
丁

度
相
等
し
く
な
る
位
置
に
あ
る
変
量
値
で
あ
っ
て
、
Ｒ
で
表
す
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
れ
を
ｃ
Ｏ
ｏ
亭
昌
¢
幸
胃
け
と
い
う
の
は
フ
ェ
ヒ

ナ
ー
の
命
名
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
ま
た
昌
＆
邑
９
８
§
ざ
Ｈ
と
も
呼
ぼ
れ
、
わ
が
国
で
は
加
重
中
位
数
生
言
わ
れ
た
こ

と
が
あ
る
。

　
中
央
値
Ｚ
が
単
位
総
数
を
折
半
す
る
位
置
に
あ
る
変
量
値
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
境
界
値
Ｒ
は
単
位
数
で
は
な
し
に
変
量
値
の
総

計
を
二
等
分
す
る
位
置
に
あ
る
変
量
値
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
統
計
系
列
を
二
っ
の
等
し
い
部
分
－
但
し
違
っ
た
観
点
の
も
と
で
－
に

分
割
す
る
位
置
の
値
で
あ
っ
て
統
計
系
列
の
中
点
を
表
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
Ｒ
は
Ｚ
と
並
ん
で
事
物
的
意
義
を
持
ち
得
る
こ

と
は
十
分
首
肯
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
げ
だ
し
、
Ｚ
は
単
位
の
個
数
に
関
し
て
中
点
で
あ
る
が
、
変
量
値
に
差
が
あ
る
以
上
変
量

値
に
っ
い
て
み
る
時
は
そ
れ
は
も
は
や
中
点
で
は
な
く
、
従
っ
て
事
態
の
正
確
な
認
識
の
た
め
に
は
更
に
１
変
量
値
に
関
す
る
中
点
で

あ
る
Ｒ
が
必
要
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
Ｒ
も
Ｚ
も
共
に
統
計
系
列
の
中
点
を
表
し
そ
れ
に
よ
っ
て
統
計
系
列
全
体
の
水
準
を

代
表
的
に
示
す
の
で
あ
る
が
、
　
１
そ
の
場
合
Ｚ
よ
り
も
Ｒ
の
方
が
よ
り
良
く
統
計
系
列
全
体
の
水
準
を
反
映
す
る
の
で
あ
る
。
な
普
な

ら
ぼ
、
所
得
分
布
の
場
合
で
言
う
と
、
低
位
及
び
中
位
の
所
得
者
の
所
得
額
が
不
変
で
た
だ
高
位
の
所
得
者
の
所
得
額
の
み
が
上
昇



す
る
、
と
い
う
や
り
方
で
杜
会
全
体
の
所
得
水
準
が
変
動
し
た
と
仮
定
す
る
と
、
Ｚ
と
し
て
は
不
変
で
あ
り
杜
会
全
体
の
所
得
水
準

の
上
昇
を
表
さ
な
い
が
、
Ｒ
は
直
ち
に
上
昇
し
且
っ
高
位
の
所
得
者
の
所
得
上
昇
の
程
度
に
応
じ
て
変
動
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
Ｚ
は
単
位
の
個
数
し
か
問
題
に
し
な
い
た
め
に
変
量
値
の
変
動
に
比
較
的
鈍
感
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
Ｒ
は
変
量

腫
を
間
題
に
す
る
た
め
に
そ
れ
の
変
動
に
敏
感
に
反
応
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
算
術
平
均
に
類
似
し
て
い
る
。

　
Ｒ
は
Ｚ
よ
り
も
常
に
値
が
大
き
い
。
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
オ
Ｖ
Ｎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

な
ぜ
な
ら
ぼ
、
Ｚ
以
上
の
変
量
値
の
個
数
と
Ｚ
以
下
の
変
量
値
の
個
数
は
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
変
量
値
の
合
計
は
当
然
Ｚ

以
上
の
方
が
大
き
く
、
従
っ
て
変
量
値
の
和
が
上
下
相
等
し
く
な
る
た
め
に
は
そ
の
限
界
値
は
Ｚ
よ
り
も
大
き
く
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｒ
と
算
術
平
均
伽
と
の
関
係
は
そ
の
よ
う
に
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
度
数
分
布
の
形
態

の
い
か
ん
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。
す
な
わ
ち
、
度
数
分
布
が

　
　
　
　
れ
篶
肺
篶
姑
ギ
場
合
一
－
一
一
　
　
一
・
一

で
あ
っ
て
、
一
番
多
く
現
れ
る
正
の
非
対
称
分
布
の
場
合
は
Ｒ
と
刎
の
関
係
は
一
義
的
に
は
決
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
”

に
し
て
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
刎
よ
り
大
き
い
方
の
変
量
を
巧
、
小
さ
い
方
の
変
量
を
～
で
表
し
そ
れ
ぞ
れ
の
個
数
を
Ｎ
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
忙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
一

（
暑
１
ー
ぎ
十
峯
）
と
す
る
と
、
Ｒ
に
対
応
す
る
ー
ヒ
ベ
は
次
の
よ
う
に
書
き
換
え
る
こ
と
カ
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　
　
旨
　
　
　
　
　
　
旨
§
　
　
　
　
　
亀
ｅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
ｅ
　
　
　
　
　
亀
§

　
　
　
　
　
　
　
　
↓
ま
－
】
ベ
ミ
叶
Ｎ
べ
。
』
亨
】
べ
。
｝
ベ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
；

実
体
分
布
と
度
数
分
布
（
関
）

七
　
　
　
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
（
　
八
）

～
の
右
辺
第
－
項
は
舳
に
対
応
す
る
値
で
あ
る
か
ら
、
第
２
項
の
正
負
の
い
か
ん
に
よ
り
Ｒ
と
伽
の
大
小
関
係
が
決
ま
る
こ
と
が
わ

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
亀
　
　
　
崔
、

ヵ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
２
項
が
正
の
時
は
吋
】
、
が
】
べ
・
よ
り
も
大
き
い
の
で
あ
る
か
ら
Ｒ
は
榊
よ
り
も
値
が
大
き
い
こ
と
に

な
り
、
第
・
票
・
の
時
は
官
二
安
が
等
し
く
な
る
か
ら
雀
刎
は
一
致
し
、
第
・
票
負
の
時
は
宵
ふ
旨

よ
り
も
小
さ
く
な
る
か
ら
マ
は
伽
よ
り
も
値
が
小
さ
い
こ
と
に
な
る
。
第
２
項
を
〃
と
置
く
と
そ
の
符
号
は
次
の
よ
う
に
し
て
決
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
刎
よ
り
の
偏
差
を
～
Ｈ
べ
１
§
で
表
す
と

　
　
　
　
　
　
　
亀
ｅ
　
　
　
旨
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
】
ぷ
１
Ｉ
ｕ
（
ぶ
１
§
十
§
）
１
Ｉ
Ｍ
］
呉
十
峯
§
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
官
）

　
　
　
　
　
　
　
旨
ｓ
　
　
　
　
亀
ｇ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
ｓ

　
　
　
　
　
　
　
】
李
１
１
】
（
ぎ
ー
§
十
§
）
１
Ｉ
ｌ
】
亙
二
十
き
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亘

　
　
　
　
　
官
一
－
亘

　
　
　
　
　
　
　
亀
ｏ
　
　
　
　
　
着
ｓ
　
　
　
　
　
Ｌ
く
○
　
　
　
　
　
着
§

　
　
　
　
　
　
　
】
ぶ
－
】
李
１
－
】
阜
十
】
ミ
ミ
エ
ー
（
峯
１
き
）
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
ｏ
　
　
　
　
ミ
ｓ
　
　
　
　
　
亀

　
　
　
　
　
　
・
．
・
Ｔ
】
べ
。
洲
】
、
、
－
目
、
一
十
一
中
、
き
一
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ミ
一

対
称
分
布
の
時
は
Ｎ
ｕ
§
で
あ
る
か
ら
享
１
１
＞
ぐ
　
故
に
“
１
－
Ｍ
］
亘
一
Ｖ
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ

負
の
非
対
称
分
布
の
時
は
Ｎ
Ｖ
§
で
あ
る
か
ら
峯
Ｖ
き
　
故
に
“
１
１
】
一
三
土
峯
１
き
一
、
ミ
Ｖ
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ

正
の
非
対
称
分
布
の
時
は
Ｎ
〈
§
で
あ
る
か
ら
峯
く
き
　
故
に
“
１
１
】
亙
丁
一
峯
１
き
ミ
…
…
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ

か
く
て
の
が
得
ら
れ
る
。
（
証
明
終
り
）
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１

２

ユ

１

９
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－
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４

７

８

帯
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５

２

１

Ｏ
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，

世

ユ

３２

１

１

帯
員

人
１

２

３

４

５

６

７

８

９

～十
言
口

世
人

Ｏ１

合

査
人
調
干
勢
－
国
岨
年
＝

４
０
伽
和昭料資計集出抽％

２
０査調

人

勢
０
５
国
ム
年
昌

４
０
刎
和昭料資

実
体
分
布
と
度
数
分
布
（
関
）

１
９
．

＝ｒ７ｒ筥刀
４富丁４呈刀

ー工８一一Ｒ
【
／

１
．

ユ一一Ｚ５＝Ｒ４＝Ｚ

　
最
後
に
Ｒ
の
決
め
方
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
こ
う
ひ
度
数
分
布
の

量
的
階
級
に
級
問
隔
が
な
い
場
合
は
、
単
位
の
も
つ
変
量
値
を
小
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
亀

い
方
か
ら
累
積
し
て
行
き
｝
ヒ
暑
を
含
む
ク
ラ
ス
の
変
量
値
を
も

っ
て
Ｒ
と
す
れ
ぱ
よ
い
。
表
１
の
世
帯
人
員
別
普
通
世
帯
分
布
の
場

　
　
　
Ｈ

合
は
｝
ヒ
ベ
ー
１
ら
・
直
Ｈ
千
人
で
あ
り
、
そ
れ
は
五
人
世
帯
ま
で
の
累

積
和
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
Ｒ
は
五
人
で
あ
る
。
　
（
な
お
俸
１
ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ

－
Ｈ
切
鼻
・
。
千
世
帯
で
あ
る
か
ら
Ｚ
は
４
人
で
あ
る
。
）
し
か
し
、
度
数
分

布
の
量
的
階
級
に
級
問
隔
が
あ
る
時
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
は
五
が
存

在
す
る
区
間
を
知
り
得
る
だ
げ
で
あ
っ
て
Ｒ
の
値
そ
の
も
の
は
直
ち

に
は
得
ら
れ
た
い
。
表
２
の
人
口
階
級
別
市
町
村
分
布
の
場
合

Ｈ

｝
】
べ
１
１
お
・
お
べ
・
岬
千
人
で
あ
り
、
そ
れ
は
１
人
口
五
－
一
〇
万
階
級

ま
で
の
累
積
稲
の
中
に
含
ま
れ
る
た
め
に
、
五
は
五
－
一
〇
万
人
の

問
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
場

合
に
Ｚ
を
決
め
る
の
と
同
様
の
や
り
方
で
計
算
的
に
沢
の
値
を
求
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
算
式
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

完
｛
・
小
一
ヤ
王

九
（
　
九
）

璽



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
（
　
一
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
肩
ｒ
ト
一
完
尋
甫
、
“
×
ｅ
↓
薄
粛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
一
　
　
　
ミ
　
　
　
簿
雪
覇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻
一
　
　
　
ミ
　
　
　
湯
陣
粛
ｅ
昨
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻
一
湯
帥
膏
ｅ
議
斗
（
】
暮
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻
常
一
卜
眞
↓
◎
湯
師
寓
ｅ
昨
卑

こ
れ
に
よ
っ
て
表
２
の
Ｒ
を
求
め
る
と
八
・
五
万
人
と
な
る
。
（
Ｚ
は
同
様
の
計
算
に
ょ
り
一
．
二
万
人
と
な
る
。
）
な
お
、
実
体
分
布
の

累
積
図
表
が
与
え
ら
れ
て
い
る
時
は
且
２
の
点
を
通
る
水
平
線
を
引
き
、
そ
れ
が
累
積
多
角
形
と
交
る
点
か
ら
下
し
た
垂
線
の
足

の
横
座
標
の
値
を
読
み
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｒ
の
値
を
グ
ラ
フ
か
ら
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
な
お
、
Ｚ
と
並
ん
で
単
位
総
数
を
四
等
分
す
る
二
個
の
四
分
位
数
Ｑ
Ｑ
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
と
同
様
に
、
Ｒ
と
並
ん
で

変
量
値
の
総
計
を
四
等
分
す
る
値
を
求
め
る
こ
と
も
有
意
義
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
以
下
の
変
量
値
の
合
計
が
変
量
値
の
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
３

計
の
ユ
一
４
及
び
３
了
で
あ
る
よ
う
な
位
置
に
あ
る
変
量
値
で
あ
っ
て
、
今
そ
れ
を
仮
り
に
Ｒ
Ｒ
で
表
わ
す
こ
と
に
し
よ
う
。
し
か

　
　
１
＾
　
　
９
Ｕ

し
、
Ｒ
Ｒ
は
中
数
値
で
は
な
く
後
に
述
べ
る
実
体
分
布
の
撒
布
度
と
し
て
役
立
っ
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
四
分
位
数
に
は
特
別
の
名

称
は
付
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
Ｒ
を
邦
語
で
加
重
中
位
数
と
圭
言
う
の
に
準
じ
て
加
重
四
分
位
数
と
呼
ぶ
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
は
し
が
き
で
述
べ
た
よ
う
に
、
実
体
分
布
を
加
重
度
数
分
布
と
言
う
の
が
不
適
当
で
あ
る
の
と
同
様
の
理
由
か
ら
、
こ
の
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

称
ば
実
情
に
よ
く
マ
ツ
チ
し
な
い
き
ら
い
は
あ
る
が
、
他
に
適
当
な
名
称
が
な
い
の
で
こ
こ
で
は
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

（
ユ
）
　
度
数
分
布
の
中
数
値
は
統
計
系
列
の
中
央
の
位
置
を
与
え
る
と
同
時
に
補
僕
機
能
を
も
果
す
（
但
し
算
術
平
均
の
場
合
の
み
）
の
で
あ

　
　
る
が
、
実
体
分
布
の
中
数
値
は
　
（
算
術
平
均
に
類
似
の
中
数
値
が
な
い
た
め
に
）
前
者
の
み
で
あ
っ
て
後
者
は
問
題
に
た
ら
な
い
。



　
（
司
５
０
Ｄ
斤
以
旨
り
ｏ
■
団
色
９
～
寧
ｃ
Ｏ
ｃ
つ
・
ｏ
ｏ
ｏ
◎
切
弍
・
）

（
２
）
ヨ
婁
霊
葛
９
零
亨
夢
ｃ
。
・
。
。
奉

（
３
）
　
水
谷
一
雄
「
統
計
学
」
昭
和
二
五
年
、
一
〇
七
べ
ー
ジ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
３

（
４
）
　
灼
灼
を
糖
－
及
び
城
３
四
等
分
値
と
言
う
場
合
が
あ
る
（
日
本
統
計
学
八
一
一
編
、
前
掲
書
、
一
七
八
－
九
ぺ
－
ジ
）
が
、
Ｑ
Ｑ
も
度
数
の

　
　
四
等
分
値
で
あ
る
か
ら
・
実
体
量
の
場
合
の
み
を
特
に
四
予
分
値
と
名
け
げ
る
の
は
適
当
で
は
な
く
、
む
し
ろ
加
重
四
分
位
教
の
方
が
良

　
　
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
ｂ
　
最
　
　
重
　
　
値

　
次
に
最
重
値
（
。
・
９
毒
邑
撃
オ
己
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
変
量
値
と
そ
れ
の
個
数
の
積
が
最
大
に
な
る
位
置
に
あ
る
変
量
値
で
あ

っ
て
・
ｒ
で
表
さ
れ
る
。
こ
れ
を
。
っ
９
オ
９
乙
・
汀
『
オ
胃
叶
と
言
う
の
は
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
の
命
名
に
よ
る
の
で
あ
る
。

　
最
頻
値
刀
が
最
大
単
位
数
に
対
応
す
る
変
最
値
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
最
重
値
グ
は
単
位
数
で
は
な
し
に
ク
ラ
ス
の
変
量
値
の
和

が
最
大
で
あ
る
と
こ
ろ
の
変
量
値
で
あ
る
。
Ｚ
や
Ｒ
と
違
っ
て
刀
も
Ｔ
も
統
計
系
列
を
二
っ
の
等
し
い
部
分
に
分
割
す
る
も
の
で
は

な
い
か
ら
厳
密
な
意
味
に
お
け
る
統
計
系
列
の
中
点
で
は
な
い
が
、
Ｄ
は
そ
の
個
数
が
一
番
多
い
変
量
値
従
っ
て
最
も
普
通
の
変
量

値
で
膏
・
ま
ゲ
は
そ
の
値
の
和
が
一
番
大
き
い
と
い
づ
意
味
に
お
い
て
最
も
ウ
一
イ
ト
の
大
き
い
誓
里
値
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

い
ず
れ
も
統
計
系
列
の
特
徴
的
な
中
央
の
位
置
を
示
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
Ｔ
は
の
と
並
ん
で
事
物
的
に
有
意
義
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
消
費
支
出
階
級
別
世
帯
分
布
に
１
お
い
て
一
番
多
く
の
世
帯
が
支
出
す
る
金
額
（
刀
）
を
知
る
と
共

に
・
消
費
支
出
の
合
計
が
一
番
大
き
い
従
っ
て
消
費
購
買
力
が
最
大
の
ク
ラ
ス
の
支
出
金
額
（
Ｔ
）
を
知
る
こ
と
は
経
済
的
に
有
意

義
だ
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
度
数
分
布
に
お
い
て
複
数
個
の
山
が
現
れ
Ｄ
を
一
義
的
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
の
と

　
　
　
実
体
分
布
と
度
教
分
布
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
（
　
一
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
．
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
（
　
二
一
）

同
様
に
、
実
体
分
布
に
お
い
て
も
数
個
の
山
が
生
じ
て
ｒ
を
一
義
的
に
規
定
し
得
汰
い
場
合
が
あ
る
こ
と
は
断
る
ま
で
も
な
い
で
あ

ろ
う
。

　
次
に
ｒ
と
の
の
関
係
を
調
べ
る
と
、
一
般
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ
１
〈
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ

　
　
（
１
）

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ぱ
、
Ｄ
以
下
で
は
変
量
尤
も
度
数
、
暑
）
も
刀
の
ク
ラ
ス
よ
り
小
さ
く
な
り
、
従
っ
て
積
呉
べ
）
も
減
少
す
る
．

　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
か
ら
ｒ
は
刀
よ
り
も
小
さ
く
な
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
　
そ
し
て
の
以
上
で
は
北
は
大
き
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｘ
べ
）
の
み
が
小
さ
く
な
る
か
ら
、
積
呉
暑
）
が
直
ち
に
減
少
す
る
場
合
（
ｂ
ｌ
Ｉ
『
）
と
、
し
ば
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
増
加
を
続
げ
や
が
て
減
少
に
向
う
場
合
（
ｂ
〈
『
）
と
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
係
を
図
に
よ
っ
て
説
明
す
る
と
（
図
－
参
照
）
、
の
の
右
側
で
度
数
曲
線
｝
１
１
呉
暑
）
が
の
に
対
応
す

　
　
　
　
　
　
　
一
剛
る
極
大
点
・
を
通
る
直
角
双
曲
線
辛
呉
・
一
よ
り
も
小
さ
い
時
は
・
積
さ
一
が
呉
ｂ
一

　
　
　
　
　
　
　
Ｄ
　
　
　
よ
り
も
小
さ
く
な
る
か
ら
ｂ
１
１
『
で
あ
り
、
ｋ
“
呉
、
）
が
ミ
ー
１
員
ｂ
）
よ
り
も
大
き
い
時
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
（
、
）
が
導
（
ｂ
）
よ
り
も
大
き
く
な
る
か
ら
ｂ
〈
『
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
者
の
場
合
ミ
ー
ｌ

　
　
　
　
ｙ
　
　
　
　
　
　
ミ
ｂ
）
よ
り
も
大
き
い
呉
暑
）
上
の
点
を
通
る
双
曲
線
群
の
う
ち
一
番
外
側
に
あ
る
双
曲
線
を

室
１
１
き
只
害
）
と
す
る
と
、
『
１
１
害
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
度
数
曲
線
ｋ
１
－
Ｘ
と
）
が
す
べ
て
の
北
に
対
し
て
連
続
で
微
分
可
能
の
時
は

　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ
〈
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
閉
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

で
あ
っ
て
ｂ
１
Ｉ
『
は
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
し
て
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
度
数
曲
線
｝
Ｈ
呉
暑
）
を
暑
１
Ｉ
ｂ



に
お
い
て
徴
分
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
（
べ
）
１
１
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
一
．

で
あ
り
、
次
に
積
く
（
べ
）
を
暑
１
１
『
に
お
い
て
微
分
す
る
と
’

　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
さ
一
工
Ｓ
芝
、
一
千
・
　
　
　
　
　
　
　
３

で
あ
る
。
今
べ
１
ｌ
ｂ
１
ｌ
Ｈ
一
と
仮
定
す
る
と
い
を
６
↓
に
代
入
す
る
こ
と
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
、
べ
）
１
ｌ
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
言
一

が
得
ら
れ
る
。
し
か
し
度
数
曲
線
が
の
に
お
い
て
Ｏ
に
な
る
こ
と
は
な
い
か
ら
ｂ
Ｈ
『
は
あ
り
得
な
い
。
従
っ
て
ｂ
〈
『
と
た
る
。

（
証
明
終
り
）

　
以
上
の
Ｔ
と
刀
の
関
係
は
度
数
分
布
が
対
称
分
布
で
あ
っ
て
も
正
ま
た
は
負
の
非
対
称
分
布
で
あ
っ
て
も
同
様
に
成
立
す
る
。
し

か
し
、
Ｔ
と
舳
の
関
係
は
度
数
分
布
の
彩
態
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
異
た
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
度
数
分
布
が

打
い
篶
篶
ギ
場
合
一
バ
一
一
　
　
　
一
・

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ぼ
、
対
称
分
布
の
場
合
は
§
Ｈ
ｂ
で
あ
る
か
ら
０
よ
り
§
１
ｌ
ｂ
〈
『
　
ま
た
負
の
非
対
称
分
布
の
場
合
は
§
〈

ｂ
で
あ
る
か
ら
§
〈
ｂ
〈
『
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
Ｔ
は
榊
よ
り
も
大
き
く
な
る
が
、
正
の
非
対
称
分
布
の
場
合
は
ｂ
〈
§
で
あ
る
か

ら
ｒ
と
刎
の
関
係
は
一
義
的
に
決
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
余
り
対
称
分
布
に
、
近
く
な
い
限
り
正
の
非
対
称
分
布
の
場
合
は

『
〈
§
で
あ
る
。
そ
し
て
、
正
負
い
ナ
れ
の
場
合
で
も
非
対
称
の
程
度
が
著
し
い
程
ｒ
と
榊
と
の
差
は
拡
大
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
実
体
分
布
と
度
敏
分
布
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
（
　
一
三
ソ



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
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四
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・
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一
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
度
数
曲
線
が
正
規
の
場
合
丁
の
値
は
次
の
式
に
よ
っ
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
十
－
＼
§
心
十
ト
、

　
　
　
　
　
　
　
　
『
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

こ
れ
の
証
明
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
度
数
曲
線
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
　
ｌ
（
８
１
§
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
べ
）
１
１
　
　
１
！
～
　
Ｎ
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ
＼
睾

で
あ
り
、
こ
れ
を
微
分
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
、
一
干
－
一
べ
洲
、
一
宣

と
な
る
。
こ
れ
を
は
リ
に
代
入
す
る
と

一
四
　
（

一
四
）
，

ｓ

ｔ
さ
一
工
、
－
べ
一
べ
洲
、
一
マ
一
干
・

と
こ
ろ
が
正
規
曲
線
の
性
質
か
ら
、
べ
）
水
◎
で
あ
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
Ｉ
べ
（
べ
１
§
）
１
１
◎
叫
洋
す
げ
、
１
§
－
、
１
－
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ
Ｍ

　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
§
十
一
＼
§
｝
十
仁
ｑ
～

　
　
　
　
　
　
、
　
べ
１
ｌ
　
　
　
Ｎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
一

し
か
し
、
ｑ
＋
○
で
あ
る
限
り
§
〈
＼
§
、
十
掌
、
で
あ
る
か
ら
、
平
方
根
が
マ
イ
ナ
ス
の
符
号
を
も
つ
根
の
場
合
は
ｒ
が
伽
よ
り

も
小
さ
く
な
り
、
ゆ
の
条
件
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
故
に
平
方
根
が
ブ
ラ
ス
の
符
号
を
も
っ
根
の
み
が
可
能
で
あ
り
、
か
く
て
○
つ



が
得
ら
れ
る
。
（
託
明
終
り
）

　
な
お
い
よ
り
、
度
数
曲
線
が
正
規
の
場
合
榊
と
ｒ
の
差
は
標
準
偏
差
ｄ
の
大
小
に
依
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
北
の
撤
布
が
大
き
い

程
両
者
の
開
き
は
著
し
く
た
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
標
準
正
規
分
布
の
時
は
§
１
ｌ
ｏ
・
ｑ
１
１
Ｈ
で
あ
る
か
ら
『
１
１
Ｈ
と
な
る
。

　
最
後
に
Ｔ
の
値
の
決
め
方
に
っ
い
て
説
明
し
よ
う
。
度
数
分
布
の
量
的
階
級
に
級
問
隔
が
な
い
時
は
、
↑
ｏ
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に

ｒ
が
刀
よ
り
小
さ
く
な
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
最
大
度
数
の
ク
ラ
ス
か
ら
始
め
て
そ
れ
以
後
の
ク
ラ
ス
ご
と
に
変

量
値
と
単
位
数
の
積
を
比
較
し
て
、
そ
れ
が
一
番
大
き
く
な
る
ク
ラ
ス
の
変
量
値
を
も
っ
て
Ｔ
と
す
れ
ば
よ
い
。
し
か
し
、
度
数
分

布
の
量
的
階
級
に
級
問
隔
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
で
は
Ｔ
が
存
在
す
る
区
問
を
知
り
得
る
の
み
で
あ
っ
て
、
ｒ
の
値
そ
の
も
の
は
直

ち
に
は
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
刀
の
値
を
決
め
る
の
と
同
様
の
や
り
方
で
、
計
算
に
ー
よ
っ
て
ｒ
の
値
を
求
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
算
式
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
『
ユ
丈
一
干
帖
ソ
北
吏
■
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
・
。
一

　
　
斜
汁
再

　
　
　
　
　
　
　
　
ｆ
５
ー
ノ
一
『
　
　
　
！
　
　
　
　
　
一
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
芦
「
一
ト
一
『
尋
芹
、
“
×
ｅ
．
コ
岸
へ
斉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
一
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
簿
王
』
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
一
　
　
　
ミ
　
　
　
陪
跡
恵
◎
吟
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
１
二
朴
◎
」
ハ
ｅ
、
“
ン
ｅ
湯
航
ぺ
厨
ｅ
吟
型
、

　
　
　
　
実
体
分
布
と
度
数
分
布
へ
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
（
　
一
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
（
　
ニ
ハ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
十
∴
ホ
◎
ト
ｅ
、
“
メ
ｅ
湯
舳
ぺ
厨
◎
吟
叩
丁

こ
れ
ら
の
式
は
、
隣
接
す
る
ク
ラ
ス
は
そ
の
変
量
和
に
比
例
し
て
ｒ
の
位
置
に
影
響
を
及
ぽ
す
の
で
あ
っ
て
、
り
吉
１
Ｉ
Ｐ
一
た
ら
ば
Ｔ

は
級
問
隔
の
中
央
に
あ
り
、
吻
・
・
Ｖ
吻
１
・
な
ら
ば
上
限
値
に
接
近
し
、
戸
－
〈
Ｐ
－
な
ら
ば
下
限
値
に
近
づ
く
、
と
の
仮
定
か
ら
出
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

し
て
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
ｒ
の
値
を
計
算
す
る
場
合
、
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
級
問
隔
が
異
な
る
時
は
隣
接
ク
ラ
ス
の
変
量
和
の
取
扱
い
に
注
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
を
表
３
ａ
の
例
で
説
明
す
る
と
、
そ
の
場
合
ｒ
は
三
〇
１
四
〇
万
円
ク
ラ
ス
に
所
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
・

そ
こ
で
倒
ま
た
は
側
に
よ
っ
て
ｒ
の
値
を
決
め
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
丁
所
在
ク
ラ
ス
の
下
の
ク
ラ
ス
に
お

い
て
級
間
隔
が
半
分
に
な
っ
て
い
な
こ
と
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｔ
の
計
算
式
は
隣
接
ク
ラ
ス
が
そ
の
変
量
和
に
比
例
し

て
ｒ
の
位
置
に
影
響
を
及
ぼ
す
、
と
の
仮
定
か
ら
導
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
級
問
隔
が
ユ
万
で
あ
れ
ば
当
然
そ
の

ク
ラ
ス
の
変
量
和
は
少
く
な
り
、
従
っ
て
そ
の
変
量
和
を
使
っ
て
計
算
す
る
と
、
ｒ
の
値
は
隣
接
ク
ラ
ス
の
変
量
和
の
大
き
さ
だ
げ

で
は
な
く
級
問
隔
の
違
い
の
影
響
を
も
受
げ
て
決
ま
る
こ
と
に
な
り
、
正
確
な
値
が
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
級
問
隔
の

違
い
を
な
く
し
た
場
合
の
変
量
和
を
用
い
て
計
算
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
標
準
間
隔
当
り
変
量
和
を

用
い
る
方
法
と
、
ク
ラ
ス
の
合
併
に
よ
っ
て
級
問
隔
の
違
い
を
是
正
す
る
方
法
と
が
考
え
ら
れ
る
。
標
準
問
隔
を
一
〇
万
円
と
す
る

と
二
五
－
三
〇
万
円
ク
ラ
ス
の
み
を
修
正
す
れ
ば
よ
い
か
ら
、
そ
の
所
得
金
額
割
合
六
・
○
％
に
級
間
隔
の
比
率
Ｈ
ｏ
＼
蜆
１
Ｉ
Ｎ
を
乗
じ

て
一
〇
万
円
間
隔
当
り
割
合
一
二
・
○
％
に
修
正
し
、
こ
れ
を
、
と
し
て
Ｔ
を
計
算
す
る
の
で
あ
る
。
次
は
二
〇
－
二
五
万
円
ク
ラ

ス
と
二
五
！
三
〇
万
円
ク
ラ
ス
を
合
併
す
る
と
一
〇
万
円
間
隔
の
ク
ラ
ス
に
な
り
級
問
隔
の
差
が
な
く
な
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所

得
金
額
割
合
の
合
計
一
．
王
．
工
一
裏
を
シ
し
亨
を
計
算
す
る
の
で
あ
る
二
か
し
・
標
準
問
隔
当
り
に
ポ
正
す
る
時
は



人
工
的
な
変
量
和
と
な
る
か
ら
、
与
え
ら
れ
た
デ
ー
タ
が
ク
ラ
ス
の
合
併
に
ょ
る
級
問
隔
の
差
の
是
正
を
許
す
光
ら
ば
ま
ず
そ
の
方

法
に
ょ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
が
不
可
能
な
場
合
に
始
め
て
標
準
問
隔
当
り
変
量
和
の
方
法
を
用
い
る
べ
き
で
あ
ろ
う
・

　
　
（
１
）
（
２
）
（
３
）
く
９
．
Ｑ
鼻
｝
．
ｐ
．
○
二
ｃ
つ
ｃ
○
』
ｏ
Ｉ
亀
．

　
　
（
４
）
。
こ
の
式
の
０
の
場
合
に
つ
い
て
の
証
明
は
、
　
フ
ラ
ス
ケ
ン
バ
ー
二
般
統
計
学
」
一
二
ニ
ベ
ｉ
ジ
、
ま
た
は
『
軍
９
◎
竺
暮
彗
ｑ

　
　
　
三
・
Ｏ
・
邑
９
・
宣
、
言
、
；
。
箏
§
；
蔓
至
鼻
婁
・
ｑ
．
二
貫
事
曇
－
曇
二
少
照
。

　
　
　
　
　
　
　
Ｃ
　
非
調
和
平
均

　
以
上
で
度
数
分
布
の
中
数
値
で
あ
る
中
央
値
、
最
頻
値
に
準
ず
る
実
体
分
布
の
中
数
値
の
境
界
値
と
最
重
値
を
説
明
し
た
の
で
あ

る
が
、
今
度
は
度
数
分
布
で
一
番
多
く
使
わ
れ
る
算
術
平
均
に
相
当
す
る
実
体
分
布
の
中
数
値
を
考
え
て
み
よ
う
。
度
数
分
布
の
算

　
　
　
　
　
　
】
く

術
平
均
が
§
Ｈ
■
＼
　
す
な
わ
ち
変
量
北
を
度
数
！
で
加
重
し
て
平
均
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
と
同
じ
計
算
操
作
を
実
体

分
布
の
場
合
に
適
用
す
る
と
、
変
量
北
を
変
量
和
げ
で
加
重
し
て
平
均
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
今
こ
れ
を
４
で
表
す
と

　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
｛
米
－
雌
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

で
あ
る
。
こ
れ
は
フ
エ
ヒ
ナ
ー
に
よ
っ
て
非
調
和
平
均
（
彗
葦
胃
；
昌
琴
プ
霧
；
↑
け
９
と
呼
ぼ
れ
た
算
式
に
外
な
ら
な
い
・
¢
◎
は

次
の
よ
う
に
変
形
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
】
べ
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
き
－
１
　
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
；

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
、
心
糾
、
ト
、
（
ぺ
．
・
心
－
“
－
讐
干
§
心
一

　
　
　
実
体
分
布
と
度
数
分
布
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
（
　
一
七
）

○



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
（
　
一
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
§
（
Ｈ
志
一
、
汀
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

吻
か
ら
ｑ
＋
◎
で
あ
る
限
り

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
、
Ｖ
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

で
あ
っ
て
、
・
久
の
撤
布
が
大
き
い
程
ん
と
伽
の
差
は
よ
り
拡
大
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
米
沢
氏
は
こ
れ
を
境
界
値
、
最
重
値
と
共
に
実
体
分
布
の
特
性
値
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
算
術
平
均
は
単
位
が
も
つ
変
量
値
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

総
計
を
単
位
総
数
で
除
し
て
一
単
位
当
り
に
均
ら
し
た
値
を
与
え
る
、
と
い
う
事
物
的
意
味
を
も
つ
（
算
術
平
均
の
補
償
機
能
）
の
に

対
し
て
、
非
調
和
平
均
の
場
合
は
単
位
の
も
つ
変
量
値
の
自
乗
の
総
計
を
変
量
値
の
総
計
で
割
る
と
い
う
計
算
操
作
の
事
物
的
意
味

が
不
明
で
あ
ヴ
、
ま
た
、
算
術
平
均
は
そ
れ
よ
り
小
さ
い
変
量
々
に
っ
い
て
と
っ
た
偏
差
§
１
暮
・
の
合
計
と
、
　
そ
れ
よ
り
大
き

い
変
量
灼
に
っ
い
て
と
っ
た
偏
差
ぶ
１
§
の
合
計
と
が
相
等
し
く
な
る
位
置
に
あ
る
値
で
あ
り
、
　
こ
の
意
味
に
お
い
て
統
計
系
列

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

を
二
つ
の
等
し
い
部
分
に
分
割
し
、
統
計
系
列
の
中
央
の
位
置
を
示
す
の
に
対
し
て
、
非
調
和
平
均
に
は
そ
の
よ
う
な
数
学
的
性
質

は
認
め
ら
れ
た
い
た
め
に
１
、
統
計
系
列
の
中
央
の
位
置
を
表
わ
す
特
性
値
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
フ
ラ
ス
ヶ
ソ
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

は
非
調
和
平
均
を
「
そ
の
数
学
的
性
質
は
い
か
に
ー
興
味
が
あ
ろ
う
と
も
…
…
統
計
学
に
と
っ
て
は
さ
ら
に
重
要
で
な
い
。
」
と
し
て
、

実
体
分
布
の
中
数
値
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
も
フ
ラ
ス
ケ
ソ
バ
ー
の
こ
の
見
解
に
従
う
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
非
調
和
平
均
は
全
く
無
意
味
な
も
の
で
あ
っ
て
何
等
の
役
割
も
果
し
得
ず
単
な
る
数
学
的
興
味
の
み
か
ら
存
在
す
る
に

す
ぎ
な
い
、
と
言
い
切
れ
る
か
と
言
う
と
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
問
接
的
た
が
ら
度
数
分
布
の
撒
布
の
程
度
を
測

定
し
得
る
の
で
あ
る
。
げ
だ
し
、
分
散
・
心
↓
寒
－
・
一
心
が
算
術
平
均
の
ま
わ
り
の
二
次
の
積
率
で
あ
つ
て
、
算
術
平
均
を

基
準
と
し
て
変
量
の
撤
布
を
測
定
す
る
の
に
対
し
て
、
ｏ
む
の
分
子
は
原
点
の
ま
わ
り
の
二
次
の
積
率
で
あ
っ
て
、
原
点
を
基
準
と
し



て
変
量
の
撤
布
を
測
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
算
術
平
均
で
除
し
た
も
の
が
非
調
和
平
均
で
あ
る
が
、
分
子
が

変
量
値
の
自
乗
で
あ
る
か
ら
そ
れ
を
相
対
化
す
る
た
め
に
は
分
母
は
算
術
平
均
の
自
乗
で
な
け
れ
ぼ
な
ら
ず
、
こ
の
点
で
非
調
和
平

均
は
撒
布
度
と
し
て
は
不
完
全
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
で
非
調
和
平
均
を
算
術
平
均
で
割
っ
て
相
対
化
す
る
と
、

胸
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
　
ト
、
Ｈ
Ｈ
＋
、
と
な
り
変
動
係
数
０
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
よ
り
完
全
な
撤
布
度
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

　
　
（
１
）
　
米
沢
治
文
、
前
掲
書
、
六
三
－
六
四
べ
－
ジ
。

　
　
（
２
）
（
３
）
　
ヨ
富
豪
昌
肩
■
雰
享
品
一
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
・
ｏ
．
ｏ
◎
べ
１
ｏ
。
・
◎
・
◎
一
〇
。
８
ｉ
ｏ
◎
声
　
フ
ラ
ス
ケ
ン
バ
ー
二
般
統
計
学
」
一
〇
〇
１
一
〇
五
べ
－
ジ
。

　
　
（
４
）
　
フ
ラ
ス
ケ
バ
ー
「
一
般
統
計
学
」
一
二
五
べ
－
ジ
。

　
　
　
　
　
　
　
ｄ
　
撒
　
　
布
　
　
度

　
今
度
は
実
体
分
布
の
撤
布
の
程
度
の
測
度
を
考
え
て
み
よ
う
。
撒
布
と
い
う
の
は
中
数
値
の
ま
わ
り
に
ー
お
げ
る
個
々
の
値
の
分
布

で
あ
っ
て
、
撒
布
の
程
度
を
測
定
す
る
撒
布
度
は
個
々
の
値
の
中
数
値
よ
り
の
偏
差
ゴ
の
中
数
値
と
し
て
得
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

偏
差
ｄ
の
中
数
値
と
し
て
中
央
値
を
用
い
た
場
合
が
四
分
位
偏
差
で
あ
り
、
算
術
平
均
に
１
よ
っ
た
場
合
が
平
均
偏
差
、
平
方
平
均
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

と
っ
た
場
合
が
標
準
偏
差
で
あ
る
。
四
分
位
偏
差
は
、
よ
り
詳
し
く
説
明
す
る
と
、
偏
差
を
と
る
中
数
値
に
中
央
値
Ｚ
を
用
い
、
そ

し
て
偏
差
～
１
ー
べ
ー
Ｎ
の
個
数
に
着
目
し
て
、
Ｚ
よ
り
大
き
い
変
量
拘
に
っ
い
て
と
っ
た
偏
差
阜
１
１
ぶ
ー
Ｎ
の
中
央
値
１
そ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

明
ら
か
に
第
３
四
分
位
数
Ｑ
の
Ｚ
よ
り
の
偶
差
夢
１
＼
に
外
な
ら
な
い
ー
を
求
め
、
次
に
Ｚ
よ
り
小
さ
い
変
量
～
に
っ
い
て
と
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

た
偏
差
ト
Ｈ
Ｎ
Ｉ
ぎ
の
中
央
値
１
そ
れ
は
第
－
四
分
位
数
Ｑ
の
Ｚ
よ
り
の
偏
差
Ｎ
－
９
で
あ
る
ー
を
求
め
、
　
両
者
を
平
均
し
た

　
　
　
　
（
２
）

も
の
で
あ
る
。
故
に
四
分
位
偏
差
は

　
　
　
実
体
分
布
と
度
数
分
布
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
（
　
一
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
（
　
二
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｏ
。
・
Ｉ
Ｎ
）
十
（
Ｎ
１
◎
－
）
　
　
Ｏ
。
。
１
Ｏ
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　
１
▲
　
　
　
　
　
０
０

で
あ
り
、
こ
れ
を
Ｑ
と
Ｑ
の
平
均
値
で
割
っ
て
相
対
化
す
る
の
で
あ
る
。
、
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鼻
１
９
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
　
　
　
　
　
ｏ
ら
一
１
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
　
　
Ｉ
邊
十
ｐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鼻
十
９
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ

　
今
の
は
度
数
分
布
の
場
合
で
あ
る
が
、
実
体
分
布
の
撤
布
の
程
度
を
測
定
す
る
に
は
偏
差
を
と
る
中
数
値
に
境
界
値
Ｒ
を
用
い
、

そ
し
て
偏
差
～
１
ー
べ
ー
局
の
個
数
で
は
な
し
に
そ
れ
に
対
応
す
る
変
量
北
に
注
目
し
て
、
五
よ
り
大
き
い
変
量
灼
に
っ
い
て
と
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

偏
差
阜
１
１
ぶ
ー
完
の
境
界
値
ー
そ
れ
は
第
３
加
重
四
分
位
数
Ｒ
の
Ｒ
よ
り
の
偏
差
卸
－
完
に
外
な
ら
た
い
ー
を
求
め
、
次
に
ｋ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

り
小
さ
い
変
量
～
に
つ
い
て
と
っ
た
偏
差
ト
ー
１
完
ー
ぎ
の
境
界
値
１
そ
れ
は
第
－
加
重
四
分
位
数
Ｒ
の
Ｒ
よ
り
の
偏
差
完
ー
タ

で
あ
る
１
を
求
め
、
両
者
を
平
均
す
れ
ば
よ
い
。
従
っ
て
実
体
分
布
の
撒
布
度
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
オ
。
。
１
局
）
十
（
完
－
完
－
）
　
オ
。
９
１
局
－

　
　
　
　
　
　
　
　
０
１
１
　
　
　
　
　
　
　
　
１
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　
１
・
－
　
　
　
　
　
ｏ
０

で
あ
り
、
こ
れ
を
Ｒ
と
Ｒ
の
平
均
値
で
割
っ
て
相
対
化
す
れ
ぼ
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
完
」
。
１
卸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
タ
ー
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
　
　
　
　
崇
十
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
タ
十
卸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

こ
の
撒
布
度
は
フ
ラ
ス
ヶ
ソ
バ
ー
に
よ
っ
て
も
考
察
さ
れ
て
お
ら
ず
た
だ
暗
示
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
て
、
特
別
の
名
称
は
与
え



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
工
　
　
り
“

ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
先
に
五
Ｒ
を
加
重
四
分
位
数
と
言
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
仮
り
に
叫
を
加
重
四
分
位
偏
差
、
陶

を
加
重
四
分
位
偏
差
係
数
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
四
分
位
偏
差
は
偏
差
の
個
数
に
っ
い
て
全
体
の
ユ
一
２
を
含
む
中
央
部
分
の
範
囲
を
も
っ
て
撒
布
の
程
度
を
測
る
の
で
あ
る
か
ら
、

変
量
値
の
変
動
に
。
極
め
ｔ
鈍
感
に
し
か
反
応
し
な
い
の
に
対
し
て
、
こ
の
加
重
四
分
位
偏
差
は
偏
差
に
対
応
す
る
変
量
値
に
関
し
て

そ
れ
の
総
和
の
１
一
２
を
含
む
中
央
部
分
の
範
囲
を
も
っ
て
撤
布
の
程
度
を
測
る
の
で
あ
る
か
ら
、
変
量
値
の
変
動
に
は
比
較
的
敏

感
に
反
応
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
平
均
偏
差
、
標
準
偏
差
に
類
似
し
て
い
る
。

　
以
上
は
偏
差
６
の
中
数
値
と
し
て
境
界
値
を
用
い
た
場
合
で
あ
る
が
、
こ
の
外
に
ゴ
の
中
数
値
と
し
て
算
術
平
均
、
平
方
平
均
を

用
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
実
体
分
布
に
関
し
て
は
算
術
平
均
の
計
算
操
作
が
事
物
的
意
味
を
持
ち
得
な
い
の

で
あ
る
か
ら
、
当
然
偏
差
ゴ
に
対
し
て
も
変
量
北
を
考
慮
し
て
算
術
平
均
及
び
（
そ
れ
の
拡
張
で
あ
る
）
平
方
平
均
を
適
用
す
る
こ
と

は
無
意
味
で
あ
り
、
故
に
度
数
分
布
の
場
合
の
平
均
偏
差
、
標
準
偏
差
に
相
当
す
る
実
体
分
布
の
撤
布
度
は
、
計
算
的
に
は
可
能
で

あ
る
に
し
て
も
実
際
上
は
存
在
し
な
い
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
１
）
（
２
）
　
フ
ラ
ス
ケ
パ
ー
「
一
般
統
計
学
」
；
一
〇
１
；
一
八
べ
－
ジ
。

　
　
（
３
）
日
轟
泰
旨
肩
グ
吋
警
§
嶋
一
Ｃ
ｏ
』
罰

　
　
　
　
　
　
　
ｅ
　
歪
　
　
　
　
　
度

　
最
後
に
実
体
分
布
の
歪
み
の
方
向
１
と
程
度
の
測
定
の
間
題
が
あ
る
が
、
当
然
こ
の
場
合
も
度
数
分
布
の
歪
度
の
算
式
に
準
じ
た
方

法
が
考
え
ら
れ
る
。
度
数
分
布
の
歪
度
に
ぽ
　
○
ｏ
算
術
平
均
と
最
頻
値
の
比
較
に
よ
る
方
法
の
中
央
値
と
四
分
位
数
の
比
較
に
よ

　
　
　
実
体
分
布
と
度
数
分
布
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
（
　
二
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
（
　
二
二
）

る
方
法
及
び
　
ゆ
算
術
平
均
よ
り
の
偏
差
の
３
乗
平
均
に
よ
る
方
法
が
あ
る
が
、
実
体
分
布
の
場
合
は
算
術
平
均
の
計
算
操
作
が
有

意
義
に
適
用
し
得
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
う
ち
算
術
平
均
を
利
用
す
る
方
法
は
使
え
な
い
。
従
っ
て
中
央
値
と
四
分
位
数
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
ｏ
ｏ

る
算
式
の
み
が
準
用
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
算
式
は
、
Ｑ
Ｑ
の
Ｚ
よ
り
の
偏
差
は
度
数
分
布
が
対
称
分
布
の
時
は
相
等
し
く

（
Ｎ
Ｉ
９
）
１
１
（
鼻
－
Ｎ
）
で
あ
る
が
、
非
対
称
分
布
の
場
合
は
撤
布
範
囲
の
広
い
方
の
値
が
大
き
く
な
り
、
正
の
非
対
称
の
時
は
（
Ｎ

Ｉ
９
）
〈
（
鼻
Ｉ
Ｎ
）
負
の
非
対
称
の
場
合
は
（
Ｎ
ｌ
９
）
Ｖ
（
鼻
－
Ｎ
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
（
鼻
Ｉ
Ｎ
）
１
（
Ｎ
－
９
）
１
１
Ｐ
＋
鼻
－
心
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

は
非
対
称
の
方
向
と
程
度
を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
を
四
分
位
偏
差
の
二
倍
Ｏ
。
・
１
９
で
割
っ
て
相
対
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

す
た
わ
ち
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
－
十
〇
。
。
１
心
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　
　
４
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凛
－
９

　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
３

実
体
分
布
の
場
合
も
Ｒ
Ｒ
の
Ｒ
よ
り
の
偏
差
は
実
体
分
布
が
対
称
分
布
の
時
は
（
完
－
卸
）
１
１
（
知
ー
お
）
正
の
非
対
称
の
場
合
は
（
完

－
卸
）
〈
（
タ
ー
射
）
負
の
非
対
称
の
時
は
（
完
－
卸
）
Ｖ
（
卸
－
完
）
で
あ
る
か
ら
、
同
様
の
次
の
算
式
を
歪
度
と
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
（
完
。
。
ー
オ
）
１
（
オ
ー
卸
）
　
卸
十
オ
。
。
１
心
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
完
８
．
１
完
－
　
　
　
　
　
完
ｃ
．
１
完
－

　
　
　
　
１
■
　
　
　
１
■

ｑ
◎
の
値
は
一
と
十
の
問
で
変
動
し
、
実
体
分
布
が
対
称
分
布
の
場
合
は
０
に
な
り
、
正
の
非
対
称
分
布
の
時
は
プ
ラ
ス
、
負
の
非
対

称
分
布
の
時
は
マ
イ
ナ
ス
の
値
を
と
る
。

　
　
（
１
）
キ
亭
毫
ｑ
９
雰
色
２
一
向
－
¢
昌
３
旺
◎
｛
伽
冨
茅
け
一
８
一
〇
乎
＆
二
－
８
“
勺
．
Ｈ
－
９



一
一
分
　
布
　
形

態

　
以
上
実
体
分
布
の
特
性
値
に
っ
い
て
考
察
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
実
体
分
布
の
分
布
形
態
と
度
数
分
布
の
分
布
形
態
を
比

較
し
て
み
よ
う
。
実
体
分
布
と
度
数
分
布
を
比
べ
る
場
合
変
量
和
と
度
数
と
で
は
測
定
単
位
が
異
な
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成

比
率
を
計
算
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
比
較
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
今
変
量
を
北
、
度
数
を
！
と
す
る
と
変
量
和
は
〃
で
あ
る
。
そ
し

て
、
相
対
度
数
を
き
｛
相
対
変
量
和
を
量
－
宰
で
表
し
両
者
の
差
を
と
る
と
、
萱
ｋ
セ
と
書
け
る
こ

と
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
呉
５
１
き
一
１
１
（
、
訓
、
）
言
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
会
ｗ
§
　
　
ｅ
コ
令
拝
　
　
内
（
べ
）
…
…
、
バ
ベ
）

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
五
が
算
術
平
均
刎
よ
り
も
小
さ
い
範
囲
で
は
相
対
変
量
和
は
相
対
度
数
よ
り
も
小
さ
く
、
ガ

が
刎
と
等
し
い
と
こ
ろ
で
は
両
者
は
一
致
し
、
北
が
刎
よ
り
も
大
き
く
な
る
と
逆
に
相
対
変
量
和
の
方
が
相
対
度
数
よ
り
も
大
き
く

な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
↑
り
よ
り
ｂ
〈
『
で
あ
る
か
ら
、
実
体
分
布
の
山
は
度
数
分
布
の
山
と
一
致
す
る
か
ま
た
は
多
く
の
場
合
そ

れ
の
右
側
に
現
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
実
体
分
布
と
度
数
分
布
の
分
布
移
態
そ
の
も
の
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
た
だ
山
が
多
少
ず
れ
て
お
り
、
刎
よ
り

も
小
さ
い
北
の
変
域
で
は
実
体
分
布
の
方
が
度
数
分
布
よ
り
も
低
く
、
伽
よ
り
も
大
き
い
北
の
変
域
で
は
そ
の
逆
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
な
お
、
度
数
分
布
が
正
観
分
布
の
場
合
で
も
実
体
分
布
は
対
称
分
布
に
は
な
ら
な
い
で
極
く
軽
度
の
正
の
非
対
称
分
布
に

　
　
　
実
体
分
布
と
度
数
分
布
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
二
三
　
（
　
二
三
）
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な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
こ
と
か
ら
分
か
る
。
今
伽
よ
り
も
小
さ
い
変
量
を
～
、
大
き
い
変
量
を
灼
で
表
わ
す
と
、
度
数
分

布
が
正
規
で
あ
る
か
ら
伽
か
ら
等
距
離
に
１
あ
る
巧
と
～
に
対
応
す
る
度
数
は
相
等
し
く
Ｘ
べ
・
）
１
１
、
ベ
ミ
）
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
・

Ｖ
李
で
あ
る
か
ら
変
量
和
ぱ
等
し
く
な
ら
ず
ぷ
呉
ぷ
）
Ｖ
李
Ｘ
ぎ
）
と
な
る
。
従
っ
て
、
伽
よ
り
上
の
変
量
和
と
伽
よ
り
下
の
変
量

和
が
等
し
く
な
る
の
は
．
巧
が
～
以
上
に
榊
よ
り
離
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
伽
よ
り
大
き
い
変
量
の
方
が
伽
よ
り

小
さ
い
変
量
よ
り
も
撤
布
の
範
囲
が
広
い
、
す
な
わ
ち
正
の
非
対
称
分
布
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
な
お
こ
の
こ
と
か
ら
、
度
数

分
布
が
軽
度
の
負
の
非
対
称
の
時
に
ー
始
め
て
実
体
分
布
は
対
称
分
布
に
１
た
る
の
で
あ
り
、
ま
た
度
数
分
布
が
負
の
非
対
称
で
あ
っ
て

も
実
体
分
布
は
極
く
軽
度
の
正
の
非
対
称
に
な
る
場
合
が
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
仮
想
例
に
ー
よ
っ
て
実
体
分
布
と
度
数
分
布
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
度
数
分
布
の
タ
イ
プ
ご
と
に
実
体
分
布
の
分
布
形
態
及
び

度
数
分
布
と
実
体
分
布
の
特
性
直
の
関
係
を
知
る
た
め
に
、
正
の
非
対
称
分
布
、
正
規
分
布
及
ぴ
負
の
非
対
称
分
布
の
場
合
に
・
つ
い

て
見
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
仮
想
例
に
１
っ
い
て
計
算
し
た
結
果
は
表
３
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
図
示
し
た
も

の
が
図
２
で
あ
る
。
図
２
の
吟
味
か
ら
今
ま
で
に
述
べ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
た
お
、
事
物
的
に
は
無
意
味
で
あ
る
が
参
考
ま
で

に
非
調
和
平
均
の
値
を
計
算
し
て
示
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
が
、
量
的
標
識
が
連
続
変
量
の
場
合
は
実
体
分
布
が

　
　
　
　
正
の
非
対
称
分
布
の
時
は
　
　
　
　
　
『
〈
完
く
ト
、

　
　
　
．
対
称
分
布
に
近
似
す
る
時
は
　
　
　
　
『
甘
完
廿
ト
、

　
　
　
　
負
の
非
対
称
分
布
の
時
は
　
　
　
　
　
『
Ｖ
完
Ｖ
ト
、

で
あ
り
、
度
数
分
布
の
場
合
の
Ｄ
Ｚ
刎
の
関
係
と
同
様
の
関
係
が
成
立
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
・
図
２
を
見
る
と
幻
正
の
非
対
称
分
布
の
場
合
が
度
数
分
布
と
実
体
分
布
の
差
の
合
計
（
両
曲
線
に
・
挾
ま
れ
た
部
分
の
面
積
）
は
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次
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負
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分
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移
る
レ
」
従
っ
て
そ
れ
は
減
少
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
今
こ
れ
ら
の
分
布
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§

　
）１
く
Ｃ
が
一
番
小
さ
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
度
数
分
布
と
実
体
分
布
の
差
の
合
計
が
小
さ
い
程
変
量
の
撤
布
は
よ
り
小
さ
く
、
中
数

値
の
ま
わ
り
に
よ
り
密
集
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
場
合
は
当
然
実
体
分
布
の
撤
布
も
よ
り
小
さ
く
な
る
と
考
え
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五
一
十
＆
凪
十
　
尺

３８１０＆－３
Ｒ

４１１０＝”刎（Ｇ一

１
）

Ｒ
榊
　
（一ハ

五
２
　
昌
　
ｏ

３００

刊

　
Ｒ
見
↓

３
＋
＆

Ｒ
１
＋

　
Ｒ

５３４
１Ｒ－３Ｒ

５４２

↓
刀伽（Ｇ－

１
）

Ｒ
榊
　
（一万

Ｒ
２
　
昌
　
ｏ

３２２

判

　
Ｒ
見
↓

３
＋
鳥

Ｒ
１
＋

　
Ｒ

７３５

弍
”刎（Ｇ一

１
）

Ｒ
榊
　
（一ア

＆
以
　
雪
　
ｏ



４表
）
Ｃ

つ
＾
　
　
７
　
　
ｏ
ｏ
Ｏ
　
　
（
）
　
　
１
０
　
　
０
　
　
０
（
）
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ

１
）
ｂ
Ｉ

り
ん
　
　
４
　
　
「
ｏ
４
　
　
４
　
　
４
０
　
　
，
Ｏ
　
　
Ｏ
（
）
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ

）
ａ

４
　
　
　
Ｑ
り
　
　
ｏ
）
４
　
　
Ｑ
Ｊ
　
　
ｎ
■
一
り
’
　
　
り
＾
　
　
ｎ
６
（
）
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ

１Ｄ－ｒ
刀
Ｚ
＋
一
ｒ
Ｒ

Ｚ
伽
十
一
Ｒ
ム

対
変
量
和
（
変
量
和
密
度
）
を
呉
べ
）

　
　
　
　
）
）

番
大
き
く
ｂ
ｃ
と
順
次
小
さ
１
く
な
っ
て
お
り
こ
の
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。
な
お
、
度
数
分
布
と
実

体
分
布
の
差
の
合
計
が
小
さ
い
こ
と
は
両
分
布
は
よ
り
良
く
近
似
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ

っ
て
、
同
じ
性
質
の
分
布
特
性
値
で
あ
る
刀
と
Ｔ
，
Ｚ
と
Ｒ
及
び
舳
と
五
の
差
は
相
対
的
に
よ
り

小
さ
く
な
る
の
て
あ
る
。
図
２
の
場
合
で
こ
れ
を
比
較
す
る
と
表
４
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
今
述

べ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
今
見
た
よ
う
に
度
数
分
布
と
実
体
分
布
の
差
の
合
計
は
変
量
の
撒
布
の
程
度
を
反
映
す
る
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
で
は
両
者
の
差
の
合
計
は
ど
の
よ
う
な
値
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
次
に
そ
れ
を

　
　
　
　
　
（
１
）

求
め
て
み
よ
う
。
今
変
量
北
を
連
続
変
量
と
し
、
相
対
度
数
（
正
確
に
は
度
数
密
度
）
を
、
べ
）
、
相

　
と
す
る
と

口
さ
－
ニ
ド
§
、
〒
、

で
あ
る
か
ら
、
度
数
分
布
と
実
体
分
布
の
差
（
但
し
正
負
の
符
号
は
保
存
し
て
お
く
）

の
合
計
は

〔
き
ぺ
…
エ
ギ
一
一
二
〕
８
灼
婁
汀
・

と
な
る
。
算
術
平
均
を
刎
と
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
、
（
べ
）
１
恥
（
べ
）
ミ
ベ
ー
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
８

で
あ
る
か
ら

　
　
　
実
体
分
布
と
度
教
分
布
（
関
）

ド
；
ぺ
…
エ
マ
一
干
童
ミ
エ

二
七
　
　
二
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
一
号
）

二
八
　
　
二
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
ド
§
会
一
一
、
上
〕
§
－
童
、
一
　
　
　
　
　
３

す
な
わ
ち
、
伽
よ
り
小
さ
い
北
に
つ
い
て
の
両
分
布
の
差
の
合
計
と
伽
よ
り
大
き
い
北
に
つ
い
て
の
両
分
布
の
差
の
合
計
は
相
等
し

い
の
で
あ
る
。
～
の
右
辺
に
帥
を
代
入
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
？
一
干
き
一
、
汀
二
〕
一
↑
・
奏
一
、
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
、
一

は
つ
の
右
辺
の
積
分
は
刎
よ
り
大
き
い
五
に
っ
い
て
、
伽
よ
り
の
偏
差
嘗
１
§
を
相
対
度
数
を
ウ
ヱ
ィ
ト
と
し
て
加
重
合
計
し
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
平
均
偏
差
の
１
一
２
に
等
し
い
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ぼ
、
平
均
偏
差
は
伽
よ
り
の
偏
差
の
絶
対
値
を
平

均
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
算
術
平
均
の
性
質
か
ら
刎
よ
り
大
き
い
北
に
っ
い
て
の
偏
差
の
合
計
と
、
刎
よ
り
小
さ
い
北
に
っ
い
て
の

偏
差
の
合
計
と
が
相
等
し
い
か
ら
で
あ
る
。
今
平
均
偏
差
を
算
術
平
均
で
除
し
て
相
対
化
し
た
平
均
偏
差
係
数
を
０
で
表
す
と
、
Ｇ
つ

は
次
の
よ
う
に
書
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
亨
一
干
き
一
、
汀
丁
戸
↑
工
Ｈ
」
〒
・
奏
一
、
と
　
　
　
宮
一

阿
を
～
に
代
入
す
る
こ
と
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
、
べ
）
－
内
（
べ
）
｝
ミ
ー
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
０
０

ｏ
ｏ
と
ｃ
り
の
和
を
と
る
と

一
ド
妻
ぺ
一
き
羊
？
一
干
宣
蚕

　
　
　
　
山
〕
８
§
ぺ
一
芸
工
・

夏



’

す
な
わ
ち
、
度
数
分
布
と
実
体
分
布
の
差
の
合
計
（
両
曲
微
の
挾
む
部
分
の
面
積
）
は
平
均
偏
差
係
数
に
等
し
い
の
で
あ
り
、
算
術
平

均
を
中
心
に
測
定
し
た
変
量
の
撒
布
の
程
度
を
表
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
な
お
¢
の
は
ま
た
次
の
よ
う
に
書
く
こ
と
が
で

き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

一
ド
妻
ぺ
…
エ
ド
・
一
さ
－
了
一
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
ｌ
、
（
§
）
ｌ
Ｏ
（
§
）
１
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
星

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ

こ
こ
に
。
句
（
べ
）
と
Ｏ
（
昌
）
は
相
対
度
数
と
相
対
変
量
和
の
累
積
分
布
を
表
わ
す
。
ｑ
旬
か
ら
相
対
度
数
と
相
対
変
量
和
の
累
積
分
布
に

お
い
て
、
暑
１
１
§
に
対
応
す
る
値
の
差
に
ょ
っ
て
０
万
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
、
そ
の
差
を
二
倍
す
る
こ
と
に
ょ

り
平
均
偏
差
係
数
の
値
を
容
尿
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
１
）
　
米
沢
治
文
、
前
掲
書
、
六
八
－
七
〇
べ
－
ジ
。

む
　
　
す
　
　
び

　
以
上
統
計
集
団
の
量
的
構
造
の
解
明
に
お
い
て
従
来
未
開
拓
の
ま
ま
残
さ
れ
て
き
た
問
題
で
あ
る
実
体
分
布
の
分
析
の
方
法
に
っ

い
て
、
フ
ラ
ス
ヶ
ソ
パ
ー
に
ょ
っ
て
示
さ
れ
た
理
論
的
方
向
に
従
っ
て
整
理
を
行
い
私
見
を
述
べ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
考
え
方
に

お
い
て
も
用
語
に
っ
い
て
も
不
完
全
な
点
が
多
く
あ
り
、
ま
た
更
に
考
察
す
べ
き
問
題
も
残
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
研
究
に
よ
っ
て

補
足
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
最
後
に
、
度
数
分
布
の
分
析
方
法
と
並
ん
で
実
体
分
布
の
分
析
方
法
を
確
立
す
る
こ
と
は
、

理
論
統
計
学
の
よ
り
以
上
の
整
備
の
た
め
に
必
要
な
事
柄
で
あ
る
ぼ
か
り
で
な
く
、
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
所
得
分
配
の
不
平
等

　
　
　
実
体
分
布
と
度
数
分
布
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
（
　
二
九
）



■

　
　
　
立
命
館
径
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
（
　
三
〇
）

の
測
定
の
間
題
に
よ
り
完
全
な
理
論
的
基
礎
を
与
え
る
点
に
、
そ
の
実
践
上
の
重
要
性
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　
所
得
分
配
の
不
平
等
の
測
定
の
場
合
所
得
人
員
分
布
（
度
数
分
布
）
と
所
得
金
額
分
布
（
実
体
分
布
）
の
関
係
が
考
察
さ
れ
る
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
累
積
分
布
を
対
数
に
変
換
し
て
両
老
の
関
連
を
一
次
式
で
と
ら
え
、
そ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
も
っ
て
不
平
等
の

測
度
と
す
る
の
が
ジ
ニ
の
集
中
指
数
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
累
積
分
布
を
相
対
化
し
て
百
分
率
で
表
し
両
者
の
関
連
を
示
し
た

も
の
が
ロ
ー
レ
ソ
ツ
曲
線
で
あ
っ
て
、
そ
れ
と
均
等
分
布
線
（
対
角
線
）
と
が
囲
む
部
分
の
面
積
を
も
っ
て
不
平
等
の
測
度
と
す
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
度
数
分
布
と
実
体
分
布
そ
の
も
の
を
比
較
し
て
両
者
の
特
性
値
の
隔
り
を
も
っ
て
不
平
等
の
測
度
と
す
る
こ
と

も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
■
の
易
合
に
は
特
に
実
体
分
布
に
つ
い
て
の
知
識
が
そ
の
基
礎
と
し
て
必
要
に
な
る
の
で
あ
る
。

は
し
が
き
で
述
べ
た
よ
う
に
、
境
界
値
が
所
得
金
額
分
布
の
特
生
直
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は
一
九
世
紀
中
頃
で
あ
る
が
、
そ
れ
が

所
得
分
配
の
不
平
等
の
測
度
に
利
用
さ
れ
た
の
は
一
九
世
紀
末
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
　
ホ
ル
ム
ス
（
９
『
旨
－
寡
）
が
一
八
九

二
年
に
境
界
値
と
中
央
値
の
差
完
－
Ｎ
を
も
っ
て
所
得
分
配
の
不
平
等
の
測
度
と
し
て
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
ボ
ル
ト
キ
ウ

ィ
ッ
ツ
（
９
象
迂
易
く
９
雰
Ｈ
菱
婁
－
§
量
轟
１
Ｈ
８
Ｈ
）
は
こ
れ
を
算
術
平
均
で
除
し
て
相
対
的
測
度
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
田
村
市

郎
氏
は
歪
度
の
い
か
ん
に
よ
り
算
術
平
均
は
境
界
値
よ
り
大
き
い
場
合
も
あ
れ
ば
ま
た
中
央
値
よ
り
小
さ
い
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
完
Ｉ
Ｎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
一

の
場
合
の
除
数
に
用
い
る
の
は
不
適
当
で
あ
る
と
し
て
ミ
ー
ー
　
　
　
を
も
っ
て
不
平
等
の
測
度
と
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
完
十
Ｎ

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
式
の
不
平
等
の
測
度
と
し
て
の
意
義
は
、
度
数
分
布
と
実
態
分
布
の
移
態
を
比
較
し
た
場
合
に
指
摘
し
た
よ
う

に
、
両
分
布
の
差
の
合
計
が
小
さ
い
程
Ｒ
と
Ｚ
は
よ
り
接
近
す
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
時
は
所
得
（
変
量
）
の
撤
布
は
よ
り
密

で
あ
る
１
従
っ
て
所
得
の
分
配
は
よ
り
平
等
で
あ
る
、
と
い
う
知
識
を
基
礎
と
し
て
始
め
て
良
く
理
解
し
得
る
の
で
あ
る
。
更
に
ま

た
、
所
得
分
配
の
不
平
等
の
測
度
と
し
て
度
数
分
布
の
相
対
的
撤
布
度
を
用
い
る
方
法
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
当
然
同
様
の
権



利
を
も
一
て
実
体
分
布
の
相
対
的
撤
布
度
も
利
用
さ
る
べ
き
で
膏
、
む
し
ろ
後
者
の
方
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
す

ら
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
実
体
分
布
の
分
析
方
法
の
謄
立
の
大
切
な
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

米
沢
氏
は
「
経
済
統
計
計
量
分
析
一
、
隻
い
て
実
体
分
布
壼
り
上
げ
る
こ
と
の
音
一
義
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
わ
れ
わ

れ
が
度
数
分
布
の
ほ
か
に
・
い
わ
ぱ
そ
の
背
後
に
隠
れ
て
い
た
実
体
分
布
竈
る
み
に
引
き
出
し
た
の
は
、
こ
の
実
体
分
布
こ
そ
は

た
ん
な
る
度
数
分
布
だ
げ
の
表
面
的
な
観
察
で
は
把
握
さ
れ
な
い
よ
う
な
、
経
済
量
の
分
配
竈
ら
か
に
す
る
に
っ
い
て
の
有
力
な

手
が
か
り
を
与
え
る
も
の
と
の
問
題
意
識
言
一
て
臨
ん
だ
か
ら
で
あ
つ
た
。
一
と
こ
ろ
が
、
米
沢
氏
は
度
数
分
布
と
実
体
分
布
の

隔
り
を
測
定
す
る
方
法
と
し
て
・
非
調
和
平
均
と
算
術
平
均
の
差
を
算
術
平
均
で
除
し
て
相
対
化
す
る
方
法
を
検
討
し
た
結
果
、
そ

れ
が
変
動
係
数
の
自
乗
に
等
し
い
こ
と
を
知
り
ー
こ
れ
活
を
、
に
っ
い
て
解
く
こ
と
に
よ
つ
て
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
１
「
こ

れ
で
は
わ
ざ
わ
ざ
実
体
分
布
の
領
分
ま
で
立
ち
入
一
て
検
討
し
た
こ
と
が
無
益
で
あ
つ
た
こ
と
に
言
、
や
は
り
度
蓼
布
を
と
り

警
だ
げ
で
事
足
り
た
こ
と
を
物
語
一
て
い
る
。
一
と
述
べ
て
失
望
の
意
を
表
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
実
体
分
布
の

領
分
に
立
ち
入
る
こ
と
が
無
益
で
あ
る
と
憲
わ
な
い
の
で
あ
一
て
、
そ
れ
の
理
論
宰
学
に
ぎ
る
意
義
及
び
所
寡
配
の
不
平

等
の
測
定
に
お
げ
る
重
要
性
は
先
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
日
本
統
計
学
会
編
、
前
掲
書
、
一
八
一
べ
－
ジ
。

　
　
（
２
）
　
米
沢
治
文
、
前
掲
書
、
六
六
べ
－
ジ
。

実
体
分
布
と
度
数
分
布
（
関
）

三
一
（
三
一
）




